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(2) 廃液より菌体含有国形分を漉過分離するときの漉過比抵抗は 3x1011m/kg と蒸留廃液の約 1/35 に低下し，固液
分離が容易になることを示している。
(3) 好気処理後の廃液の流動床法による嫌気性処理において， TOC除去率が80%に達することを示している。
(4) この処理液中に含まれているプロピオン酸およびアンモニア性窒素を脱窒反応槽と硝化反応槽を用いて処理し， TOC 
除去率約 90%，アンモニア除去率約 95%を達成することを示している。
(5) 以上の結果に基づいて構築したトータルシステムにより焼酎蒸留廃液を処理した結果，好気処理によって漉過の比
抵抗が低下し固液分離が容易になること，上澄液中の BOD， TOCおよびオルトリン酸が除去され，その後の廃水処理
での負荷が軽減されること，およびタンパク質含量約40%の濃度で得られることを実証しさらに残液をメタン発酵
とそれに続く生物学的硝化・脱室反応により処理することで， BOD およびアンモニア性窒素濃度が河川放流基準を
満足するレベルにまで処理できることを示している。
以上のように本論文は，これまで処理が非常に困難とされていた焼酎蒸留廃液の処理について，処理廃液中に多量に
含まれる有機物の好気処理による飼料化，その残液のメタン発酵さらに生物学的脱窒法によるアンモニア性窒素の除去
等，今まで達成されなかった全量処理を可能なものとしたものであり，応用生物工学および環境工学の発展に寄与する
ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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